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令和３年１月１２日 

１月８日（金）に急な臨時休校となりました。今、大阪では新型コロナウィルス感染者が急

増し、保健所の業務が非常に多くなり、接触者に関する調査（疫学調査）に時間がかかること

から、休校することとなりました。 

今日から、通常に登校するにあたり、みなさんにお伝えしたい 

ことがあります。それは、「人を思いやる気持ち」をもってください。 

今、新型コロナウィルス感染症は急増しており、だれもが普通に生活 

している中で、感染する可能性があります。しかし、人々の中には、 

新型コロナウィルスを恐れるあまり、「人を思いやる気持ち」を忘れて 

しまい、感染した人に冷たい態度をとる人がいると聞きます。それは、 

とても悲しいことです。みなさん、冷静によく考えてみてください。恐れるべきは「ウィルス」

です。人ではありません。 

感染した人の気持ちを想像できる人になってください。それが、「人を思いやる気持ち」です。

感染した人は、自分がどうなるのか不安です。体も心もつらくしんどい思いをしています。保

健所から指示された期間、社会から孤立して生活しなければなりません。それは、他の人にう

つさないようにするために不安や辛さに耐えながら過ごす期間です。そんな不安で辛く苦しい

思いをしている人たちに、温かい言葉を送れる人になってください。 

今は、新型コロナウィルスに感染した人がその体験を SNS に投稿する例が増えてきていま

す。それは、自分の体験を他の人に生かしてもらいたいとの思いからです。次に紹介する内容

は、その例のひとつです。辛い思いをしてもなお、他の人の心配をしている方々の思いを受け

止めてください。 

「危機管理をしてきたつもりだったので、まさか自分がという気持ちで、ショックでした。や

はり、今まではどこかひと事だったと思います。」「感染した人に対して『何となく嫌だな』と

感じる人もいるかもしれませんが、リアルな情報に触れることで、『あすはわが身だ』と感じて

もらい、感染した人への偏見が減ることにもつながればと思います。」・・・ 

 感染した人は、悪いということは絶対にありません。明日、私が、あなたが、感染するかも

しれません。だれもが、感染しても「がんばれ」と励まし合える心温かい学校にしてください。 

 

接触者に関する調査（疫学調査） 

 

枚方市立長尾西中学校 

枚方市長尾谷町１丁目７３番１号 

校 長   石川裕子 

マスク着用のお願い 

 保健所の接触者調査で、一番のポイントとなるところは、「マスクの着用」です。 

手で触れることの出来る距離（目安として 1 メートル）で、マスクを外して１５分以上 

そばにいれば、濃厚接触者になります。※活動場所の状況によっても判定はかわります。 

「いつでも、どこでもマスクを着用！」を徹底して、学校生活を送りましょう。 

 

 


